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序

安中市秋間地区は近い将来北陸新幹線が通じ、新安中駅が建設される予定であり、今後大き〈

発展すると期待される地域です。このたびこの地域内において市道上受地十二線が拡幅されるこ

とになりました。ところが、この路線予定地内に遺跡が存在することが判明しましたので事業実

施に先立って発掘調査を実施し、記録に残すことになりました。

今回の調査では縄文時代から平安時代にかけての遺構、遺物が発見され、この場所で長期間に

わたって生活が営まれていたことが明らかとなりました。特に奈良、平安時代の住居祉が数軒検

出されたことは、当時窯業地帯であった秋問地区の日常生活を知るうえで非常に重要なことです。

こうした郷土の歴史を知るのに必要な貴重な文化財は今後社会教育、学校教育的見地から広く

活用していくとともに、広く市民のご理解もいただけるよう、つとめていきたいと思います。

最後に調査にあたり後協力いただいた地元の方々、梅雨時にもかかわらず調査に従事していた

だいた作業員の方々には厚くお礼申し上げます。

昭和62年 3月

安中市教育委員会

教 育 長 多 胡 純 策



例日

1 本書は安中市(建設部土木課)が行なう市道上受地十三線道路新設改良工事に伴う下受地十

三遺跡(略称B-l)の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は昭幸口61年5月27日より 7月15日までの間実施し、遺物整理は昭和位年7月14日よ

り昭和62年 3月却日までの間実施した。

3 調査主体は安中市教育委員会であり、調査は社会教育課社会教育係大工原豊が担当し、松本

豊がこれを補佐した。

4 遺構写真および遺物写真の撮影は大工原、千田茂雄(調査員)が行なった。

5 本書は縄文時代の遺物を千田が執筆し、遺物観察表は滝野巧(調査員〉が作成した。その他

の部分の執筆および編集は大工原が行なった。

6 遺物の実測は滝野、千田、酒井理恵(群馬大学学生〕、和田宏子、岡田早百合、中)11京子、

吉沢秀子、金井京子が行なった。

7 遺構、遺物のトレースは小川正子、千田、酒井が行なった。

8 調査にあたり地元の方々に様々な面で御協力いただきました。厚くお礼申し上げます。

9 調査より報告書作成に至るまで、次の方々に御指導、御助言いただいた。深く感謝いたしま

す。 (敬称略)

小野和之志村哲若狭徹中島誠
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I 調査に至る経過

昭和60年9月、安中市建設部土木課より安中市教育委員会へ市道上受地十二線道路新設改良事

業に係る照会があった。そこで市教育委員会で現地を調査したところ、昭不日60年度事業実施部分

については埋蔵文化財が存在する可能性が少ないため工事の際に立会いを行なった。しかし昭和

61年度に事業を実施する部分には多数の遺物が散布しており、遺跡が存在することが確実である

ことが判明した。そこで市土木課と市教育委員会で協議を行なった。しかし路線を変更しても遺

跡を回避することが不可能であることから、事業実施に先立ち、発掘調査を実施して記録保存の

措置を講ずることになった。

H 調査の経 過

発掘調査は昭和61年5月27日より 7月15日までの約50日間にわたって実施した。調査は調査区

が南北に長いことから南半分 (A区〕を先に調査し、次に北半部 (B区)の調査を実施した。 A

区は 6月16日までにほぼ調査を終了した。またB区は6月6日より調査を行ない、 7月9日まで

にほぼ作業を終了した。 A区は遺構確認面がローム層上面であり、遺構の確認が容易であったこ

とと、遺構の遺存状態が悪〈遺構が浅かったことから調査は順調に進行した。しかしB区は遺構

確認面が褐色土層 q明書)上面であり、遺構の確認が困難であったことと、遺構の遺存状態も良

好であり遺物も多かったことから調査は予定よりやや遅れた。また調査の時期が梅雨と重なった

ととから雨天が多〈、調査計画にも影響を与えた。

遺物整理は調査終了とほぼ同時に着手したが、他の調査との関係から断続的に行なった。遺物

の水洗、注記作業は9月までに終了したが、大型の遺物が多かったため復元作業に手間取り、最

終的には昭手前2年 3月まで遺物整理作業を実施した。

園調査の方法

下受地・十二遺跡の調査は当初より調査区全域に遺構が存在することが予想されたため、パッ
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グホーにより調査区全域の表土掘削を行なった。またそれと並行して作業員による遺構確認作業

を行なった。確認された遺構は南から順次精査を行ない、写真撮影および図面作成を行なった。

図面は遺物分布図、土層断面図、遺構平面図を作成し、遺物分布図と遺構平面図は平板測量によ

り作成した。

調査区には 4mx4mのグリッドを設定した。グリッドの基点は北西隅とし、西から東へA、

B、C……とアルファベットで呼ぴ、北から南へ1、2、3・……と数字で呼称することにした。

遺物整理は遺物の水洗・注記→台帳作成→接合・復元→実測・拓本→トレースの順で実施し、

並行して遺構の図面整理・作成、 トレース、写真整理を実施した。

W 遺跡の地理的・歴史的環境

下受地・十二遺跡は群馬県安中市東上秋間字下受地、字十二の境界線上に存在する。地番は字

下受地1363-1 ， 1364、1365番地、字十二1お6ー1、1264番地である。

遺跡の存在する場所は秋間丘陵を浸食して流れる秋間川の中流域にあたる。秋間川とその支流

の久保川に挟まれた南東方向へ延びる舌状台地の南側斜面に遺跡は位置する。また徴地形をみる

と遺跡の西側に小さな谷が入り込み湧水がみられる。

下受地・十二遺跡では縄文時代前期、中期、後期、古墳時代前期、奈良~平安時代の遺構と遺

物が出土している。周辺の知られている遺跡には7世紀から8世紀にかけての終末期古墳が多〈

二軒茶屋古墳(3)、磯貝塚古墳4)、旧秋間村7号墳(5)、万福原古墳(6)等が存在する。また8世紀

前半の墳墓である「馬舟さまJ(7)も近くに存在する。生産遺跡としては瓦、須恵器の窯祉である

苅稲遺跡.(8)や瓦窯祉である八重巻窯跡(9)等8世紀以降の窯祉が多数存在する。さらにとの地域に

は中世竣館祉が多く存在しており、本遺跡の小さな谷を隔てた西側には陣屋という字名が残って

おり、中世城館祉が存在していたものとみられる。これまで秋間地区では古墳と窯祉は多数知ら

れており、昭和30年代-40年にかけて群馬大学史学研究室により調査も実施されている。しかし

集落遺跡は竹下遺跡(2)、北滝の入遺跡 (1ゆなど古墳時代以降の集落遺跡が知られているだけで、こ

れまでに発掘調査が実施されたことがなかった。集落遺跡の調査は今回実施した下受地・十二遺

跡が最初である。
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第 1図 下受地・十二遺土止と周辺遺跡

1 下受地・十二遺跡 2.竹下遺跡 3 二軒茶屋古墳 4 磯貝塚古墳

5. I日秋開村7号墳 6 万福原古墳 7.馬舟きま 8.苅稲遺跡

9 八重巻窯跡 10.北滝の入遺跡

V 基本層 序

I層 黒褐色土層耕作土層。 As-Aを多量混入する。

E層灰白色軽石層浅間A軽石 CAs-A 1783年)純層。

血層黒褐色土層 浅間B軽石 CAs-B 1108年)を混入する層o

N層褐色土層 混入物はほとんどないしまりのある層。

V層黄褐色土層 いわゆるソフトローム層。これよりローム層。
第 2図基本層序

3 
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第 3図調査区全体図
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W 遺構と遺物

1 縄文時代の遺構と遺物

(1) 遺構(第4図)

縄文時代の遺構としてはT-1号竪穴状遺構と D-9号土墳が検出された。また遺構をはっき

り確認することはできなかったが、遺構の存在した可能性のある部分が2箇所確認された。

T-1号竪穴状遺構は古墳時代前期のH-6号住居祉と重複しており、この住居祉の床面下で

確認された。 H-6号住居祉によって遺構の上部は破壊されており、現存する遺構は直径約 2.4

mの円形で深さは約40cmである。覆土からは縄文時代後期前葉(堀之内式)の遺物が多量出土し

ている。

D-9号土壌はB-5グリッドに存在する。半分は調査区外であったので平面形ははっきりし

ないが、不正円形であったと推定されるO 南北は約1.2mあり、深さは約60cmである。覆土中より

縄文時代中期終末(加曽利E式)の遺物が大量に検出された。

またH-6号住居祉の南側 cc-5グリッド)には縄文時代前期前半(関山、黒浜式)の遺物

が集中しており、ほぽ完形の土器(第5図24)も出土している。遺構は検出できなかったが遺物

の面的広がりからみて住居祉の存在した可能性がある。そしてB-3グリッドでは拳大から人頭

大の撲が面的に出土している。中期末から後期にかけての遺物が出土しているが遺存状態が悪〈

A 

220.4m 
A 

ー
B 

B 

1 黒色土層

2 a音褐色土層

3 黄褐色土層

ヶー
A 巳2J"

2m 

第 4図 T -1号竪穴状遺構・ D-9号土境遺境実測図

5 
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遺構が存在したか判然、としない。

(2) 遺 物

a 土器(第5図、第6図〉

1-15は縄文時代前期前半の関山式に属する一群である。 1は口縁部破片で、円形竹管による

有刺突貼付文、半裁竹管による有刻平行沈線文、無刻平行沈線文を施す。 2は口縁部破片で、波

状口縁を呈する。半裁竹管による無刻平行沈線文、コンパス文、貼付文を施す。 3は口縁部直下

の破片で、半裁竹管による有刻平行沈線文、貼付文、円形竹管による有刺突貼付文を施す。 4は

胴部破片で、半裁竹管による有刻平行沈線文、無刻平行沈線文を施す。 5は口縁部破片で、単節

の縄文を施文した後に半裁竹管による蕨手状文、櫛状工具または 3裁以上の竹管によるコンパス

文を施す。 6は胴部破片で、短足ループ縄文、櫛状工具または 3裁以上の竹管によるコンパス文

を施す。 7は胴部破片で、半裁竹管によるコンパス文を境に上部に単節縄文、下部に短足ル プ

縄文を施す。 8は胴部破片で、直前段合撚の縄文を施文した後に半裁竹管によるコンパス文を施

す。 9は胴部破片で、組紐文、櫛状工具または 3裁以上の竹管によるコンパス文を施す。 10は胴

部破片で、単節の羽状縄文を施文した後に櫛状工具または 3裁以上の竹管によるコンパス文を施

す。 11は胴部破片で、単節の羽状縄文を施文した後に半裁竹管によるコンパス文を施す。 12は胴

部破片で、単節の羽状縄文を施文した後に半裁竹管によるコンパス文を施す。 13は胴部破片で、

長足ル プ文を施す。 14は胴部破片で、長足ループ文を施文した後に半裁竹管による平行沈線で

鋸歯文を施す。 15は胴部破片で、短足ノレープ文を施す。

16-29は縄文時代前期前半の黒浜式に属する一群である。 16は胴部彼片で、単節の羽状縄文を

施す。 17は胴部破片で、附加条文を施す。 18は口縁部破片で¥半裁竹管による無刻平行沈線によ

り幾向学的文様を施す。 19は服部破片で、附加条の縁文を斜位に施す。 20は胴部破片で、直前段

合撚の縄文により菱形文様を施す。 21は胴部破片で、単節斜縄文、直前段合撚の縄文を施す。 22

は口縁部~胴部の破片でト推定口径31cm、口縁部に半裁竹管による沈線を横位に施文しその区画内

に半裁竹管による横位の刺突を施し、胴部には直前段合撚の縄文により菱形文様を施す。 23は口

縁部破片で、無節斜縄文を指す。 24は底部を欠くのみの良好な資料である。口径22cm器高約25cm

口縁下に無節斜縄文による菱形文様を施す。 25は胴部破片で、単節斜縄文を施す。 26は胴部破片

で、単節斜縄文により菱形文様を施す。 27は胴部破片で、無節斜縄文により菱形文様を施す。 28

は胴部破片で、単節斜縄文により菱形文様を施す。 29は上げ底の底部破片で、単節斜縄文により

菱形文様を施し底部脚部に半裁竹管による無刻平行沈線を横位に施す。
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30-40は縄文時代中期後半の加曽利E式に属する一群である。 30は胴部破片で、垂下する隆起

帯により文様帯が縄文部、磨消部に区画され縄文部に無節斜縄文を施す。 31は胴部破片で、垂下

する隆起帯により文様帯が縄文部、磨消部に区画され縄文部に単節斜縄文を施す。 32は胴部破片

で、垂下する隆起帯により文様帯が縄文部、磨消部に区画されこれを交互にくり返し縄文部には

単節斜縄文を施す。 33は胴部破片で、垂下する隆起帯により文様帯が縄文部、磨消部に区画され

縄文部には無節斜縄文を施す。 34は胴中部~胴下部部分で、垂下する隆起帯により区画され縄文

部、磨消部が交互にくり返され縄文部は単節斜縄文を施す。 35は口縁~胴中部部分で、口縁無文

部下に隆起帯が一周しそれより垂下する隆起帯により区画され単節斜縄文、無節斜縄文、無文、

無節斜縄文、単節斜縄文、無文、無節斜縄文、単節斜縄文、無文と、くり返される。 36は口縁部

破片で、内脅する波状ロ縁を呈する。ロ縁無文部下に単節斜縄文を施す。 37はロ縁部~胴部の破

片で推定口径25cm。ロ縁は内密しゆるい波状を呈する。口縁無文部下に隆起帯がめぐりそこより

隆起帯が垂下し日字区画を作り区画内には単節斜縄文を施す。 38は口縁部~胴部の破片で推定口

径24cmo 口縁部は橋状把手を持つ内管した波状口縁を呈する。口縁部~胴部にかけて沈線により

日字区画を作り縄文部、磨消部を交互にくり返し縄文部には単節斜縄文を施す。 39は胴部破片で

沈線によって文様帯を区画し縄文部、磨消部が交互にくり返され縄文部に単節斜縄文を施す。 40

は口縁部破片で、口縁無文部下に隆起帯がめぐり隆起帯下には単節斜縄文を施す。

4\1~50は縄文時代後期前半の掘之内式に属する一群である。 41は口縁部破片で、沈線によって

横位に区画され細かい単節斜縄文を施す。 42は胴部破片で、沈線により同心円文を施す。 43は胴

部破片で、沈線により横位に区画され区画内に単節斜縄文を施す。 44は胴部破片で、沈線により

直線的な区画がされ縄文部、磨消縄文部に区分され縄文部には細かい単節縄文を施す。4¥5は闘部

破片で、沈線により横位に区画され区画内に細かい単節斜縄文を施す。表面裏面ともに横方向に

きれいに磨かれている。4¥6は胴部破片で、直線的な沈線により菱形に区画され縄文部、磨消縄文

部が交互にくり返され縄文部には細かい無節斜縄文を施す。 47は口縁直下~胴部の破片で、ロ縁

下に二条の刻み目を有する隆起帯を様位に貼付しその聞を刻み目を有すと隆起帯が垂下し接点に

円形京j突文を施す。胴部は直線的な枕線で区画され区画内には細かい単節斜縄文を施し表面裏面

ともに横方向にきれいに磨かれている。 48は口縁部~胴部の破片で、口縁に小突起が付され口縁

下に二条の刻み目を有すと隆起帯を横f立に貼付しそめ間を隆起帯が垂下し接点に円形如j突文を施

す。服部は直線的、曲線的な沈線により区画し。区画内には細かい単節斜縄文を施す。表面裏面

とも1漢方向にきれいに磨かれている。 49は口綾部~胴部の破片で推定口径22ω。口縁部には突起

が付され裏面に刻み岳、沈線による渦巻文様が施される。口縁の内側には沈線が横走し口縁下に

は二条の刻み目を有する隆起帯を横{立に貼付し 18Jの字状の貼付文を施す。胴上部は直線的、

曲線的な沈線で区画され区画内には単節の斜縄文が施され、表面裏面ともに横方向にきれいに磨

- 9 
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かれている。また、口縁下にーケ所補修孔を持つ。 50は口縁部破片で、突起が付されそこから刻

み目を有する隆起帯が垂下し曲線的な沈線により区画され区画内には単節斜縄文を施す。

b 石器(第7図)

1は石簸で、縁辺が鋸歯状を呈する平基無茎鍍である。凹基無茎鍍であったものが欠損により

転用されたものであろう。石質は黒曜石で、縄文時代前期の所産と考えられる。 2-4は石匙で

H-6住南側の縄文時代前期の遺物集中地点、から出土しているため、この時期の所産と考えられ

る。 2は横型の石匙で、基部を両面からの調整剥離で、刃部及び側面を片面からの調整剥離によ

って丁寧に作り出している。 3は縦型の石匙で先端を欠損している。片面に自然面を残し素材を

生かして基部を両面から、刃部を片面から調整剥離で作り出している。基部には装着の跡と思わ

れる磨滅が見られる。 4は不定形の石匙で先端を欠損している。素材を生かし調整剥離によって

基部のみを作り出している。 5は短冊形打製石斧で、身が分厚く基部を欠損している。片面に自

然、面を残し、調整剥離はあまり行なわれていない、石質は頁岩である。 6はスグレイパ で、片

面に自然面を残し、刃部は厚い曲刃で片面から作り出している。石質は頁岩である。 7は凹石で

楕円形を呈し、縄文時代中期の所産と考えられる。両面に蔽打による凹が見られ、表裏両面とも

磨痕が見られ側縁部は蔽打痕が全周し、蔽打によるま早l離が2ケ所に見られ、火を受けている。 8、

9、10は磨石である。 8は楕円形で片面に蔽打による凹を有し、また、全面に磨面が見られる。

9、10は小形磨石で、 9はほぼ円形で磨面は全面に見られる。 10は楕円形で両面に蔽打による凹

が見られる。 8、9、10ともに石質は安山岩である。 11は磨製石斧である。本来は定角式の磨製

石斧であったものが欠損後に再加工されたものとみられる。中央部に蔽打と研磨によって扶入部

を作出している。刃部は細く重状を呈している。両端に刃部が作出されていたと思われる。石材

は蛇紋岩である。
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2 古墳時代の遺構と遺物

(1) 遺構〔第8図)

古墳時代の遺構ではH~6 号住居祉が確認された。 B~3・4 、 C~3・4 グリッドにかけて存在

するO 住居祉の東側企は調査区外であるが、平面形は正方形を呈していると推定される。規模は

約 5.2mの正方形な確認面よりの深さは約4O-60c視である。柱穴は 2本検出されているが、 4

本柱であったと考えられる。炉祉は中央よりやや北西の部分にあったとみられ、焼土と炭化物が

若干検出されたが、炉祉自体は検出することはできなかョた。

遺存状態は良好であり、大量の遺物が出土している。遺物は住居祉の北西部分に偏在する傾向

がみられた。覆土下層 (2層〉に多く包含されていた。この住居祉の時期は遺物より弥生時代か

ら古墳時代への過渡的時期のものと考えられる。

(2) 遺物(第9圏第10図)

H~6 号住居祉からは案、査、鉢、器台、高邦、手控等の器種が出土している。棄はすべて単

口縁であり、胴は球胴である。調整にはハケメ(1)、へラケズリ (2)、縄文 (3)のものが

ある。また S字状口縁の台付棄の胴部破片も出土している。

壷は単ロ縁 (4-6)、輪積み痕を残す口縁 (7-9、17)、折り返し口縁(16)のものがみ

られる。器形は胴下半部に最大径すもつものと球胴のものが存在する。調整はハケメをもつもの

が多〈みられる。

鉢(11)は 1点のみである。調整はハケメの後ミガキを行なっている。器台(12) も1点のみ

であり、全体にミガキが施されているが、表面が風化しており明瞭でトはない。高杯 (13、14)は

脚部の破片が2個体出土しているのみなので詳細は不明で5ある。

これらの遺物の出土状態をみるとほとんど覆土 2層中より出土しており、一括廃棄された遺物

である可能性が強い。

- 12-
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No 器種 調 整 技 法 胎 土 焼 成 残 存 備 考

外面:口縁部縁へ部部横ナデ、胴上部斜方向ハケ目 細含砂む粒。を多〈 やや軟質 口縁~胴上部
部が口縁の良接部〈合残と胴痕る1 斐 ー ラケズリ。

内面:口 横方向ハケ目、胴部ナデ。 y. 

外面:口縁整部ナデ、月間部へラケズリ後ナデ 砂粒密が少なく 口縁~胴上部
輪残内積面す胴み。痕部にを2 斐 調 綴 普 通

内面:ナデ。 ys 

外部.文口縁を施部横すナ。デ、胴上部ナデ調整後縄 砂粒密が少なく 口縁~胴上部
3 斐 綴 普 通

内面:口縁部横ナデ、胴部へラナデ。 y. 

外面:口縁部ナデ、頚頭部縦方向ハケ目。 細砂粒粗が多く 口縁~肩部
4 査 やや雑。 普 通

内面:口縁部横方向ハケ目。 ys 

外面:口縁部ナデ、胴部斜方向ハケ目。
細日砂粒を少量

口縁~胴上部
部が口縁の良接部〈合残と月痕る間5 壷 普 通

内面:口縁部横ナデ、胴部へラナデ。
む。 ys 

外面:口緑部ナデ調整。
砂や粒粗雑が多くや6 壷 三E血ヨ 通 口縁部光

内面:口縁部ナデ調整後へラミガキ。

外面:口縁部横ナデ、宝Ji部へラナデ。
徽砂粒密が。少なく 折縁ーNかり0返?8とし同口 I 7 牽 普 通 口縁部%

内面横ナデ後へラミガキ。

外面:口縁部横ナデ、草案部へラナデ。
砂粒密が少なく 折縁。り返し口|8 宜a 徽

やや軟質 口縁部y.
内面:横ナデ後へラミ 7ゲキ。

外面:指腹押圧。 細砂粒が多い
外み国痕がに輪残積る I 9 壷 普 通 口縁部y.

内面:横ナデ。

外面・ハケナデ後部分的にへラナデ、底部
徽砂密粒。が少なく

胴下部~底部
10 壷 ナデ。 やや軟質

内面:ハケ目。 ?i 

外面:口縁部体横部ナデ、体方部向上半横方底向ハケ 砂粒密が少なく11 鉢 目、 下半縦 ハケ目、 部ナ
綴

やや軟質 72' 
内面:ナデ。 ア。

外内面面:磨ナ滅所デ穿が、脚著孔 しく不明瞭。12 器台 部に 4ケ所、器受底部に 1 砂組粒雑が多く 軟 質 ほぽ定形
ケ

外面:へラミガキ。
穿孔は 4ケ

13 高杯 細砂が多い 普 通 脚部% 所と思われ
内面:ハケ目、脚部に 3ケ所の穿孔が残る。 る。

外面.へラミガキ。
徽砂粒密が。少なく14 高杯 硬 質 脚部y.

内面:ハケ目、 2ケ所穿孔部が残る。

15 手担 内・外面共に指腹ナデ。
砂粒が少ない

普 通 》ぜ
輪瓜痕積みが痕良と〈

残る。

外内面・ハケナデ後部分的にへラナデ。
J細百ε、砂粒を少量 口縁~底部

縁折最胴大り返し口16 壷 面.口縁下部部へラミガキ、胴上i部へラナデ む。 普 通 径下部に
胴 ハケ目。 % 

外面:胴口縁部部ナ横ナ整デ後占ラ頚部ミ部分ァゲ縦的キ方。に向へへララミケガズキリ 砂粒を多く含 口縁~月間下部
が内著面の剥落17 査 やや軟質

内面:ナデ調整デ後調ヘ ガ む。
72' 

しい。

第 1表 H -6号住居士止遺物観察表
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3 奈良・平安時代の遺構と漬物

(1) 住居 祉

H-1号住居祉(第11図〕

遺構 調査区の最北部、 B-2・3、 C-2・3グリッドに存在する。平面形は長方形であり、

南北約 2.6m、東西約 2.2mである。確認面からの深さは約20cmである。カマドは東側南寄り

に設けられており、袖部は地山削り出しにより作出されているも煙道はカマドより東へ30cm程延

び、ている。またカマドの前面には土壌が存在する。柱穴は検出されなかった。

遺物 遺存状態は比較的良好であり、町、蓋、号室等が検出されている。 1の尽は北東壁際に置か

れたような状態で出土した。また 9の警は住居祉南西部においてまとまって出土している。

H-2号住居社(第12図)

遺構 B-9グリッドに存在する。この住居祉はカマドの部分のみが検出されたもので、住居社

本体は調査区の東側に存在していると推定される。カマド内には礁が多量入り込んでいた。

遺物はほとんど検出されなかった。

No 器種 調 整 技 法 日台 土 焼 成 残 存 備 考

1 須恵土F器 内外面共に凪転横ナデ、底部回転へフ切
徽密 硬 質 仁フ士工Eコ， 形 粕外面を受にけ自然る

2 須恵土手器 内外面共に回転横ナデ。 綴密 硬 質 口縁L~d体部 斑内面に小黒

3 須恵土不器 内外面共に回転横ナデ。 綴密 硬 質 口縁部;，{，

4 須恵土手器 内外面共に回転横ナデ。 徽密 E更 質 口縁1~4体部

5 土師土手器 外内面:口緑部横:ナデ、底部へラケズリ。
面:横ナデ。

細が砂綴粒密を含む 普 通 口縁5~41底部 磨体部滅外面が

6 須蓋恵器 内外面共に回転横ナデ。 綴密 硬 質 口縁部5イ 粕外面をに自然
受ける

7 須蓋恵器 内外面共に回転横ナデ。 含白色む砂を少量 硬 質 口緑部;，{o

8 須恵蓋器 内外面共に回転横ナデ。 徽密 硬 質 口縁部泌

土饗師器 外部内面面ナデー:。口口縁縁部部横横ナデ、月阿部上縦部方向へフケズリ 砂粒を多く含
9 ナデ、胴 へラナデ、月間下

む「 普 通 Lイ

第 2表 H -1号住居士止遺物観察表
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第11図 H -1号住居土It遺構・遺物実測図
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黒色土層 焼土を若干混入する。

5 機ss2 褐色土層 焼土を多量混入する。

虫ひ~，
_ 

3 褐色土層 焼土を大量混入する。

J 4 黄褐色土層焼土を混入しない。
日

黒褐色土層 白色パミスを多〈混入する。

2 暗褐色土層 ローム粒子を多〈混入する。

l 黒褐色土層

2 暗褐色土層

3 燈色土層焼土層。

4 黄灰色土層焼士、

灰を大量混入する。

5 黒褐色士 層 ロ ム

が縞状に入り込む。

B 三k
A一疋ヨア B 

黒褐色土層

じI:l

y 

~Icダ
総;暗褐色土層 焼土を含む。

黄灰色土層焼土、灰を

混入する。

第12図 H-2、H-3 H-5号住居士止遺構遺物実測図
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H-5号住居祉(第12図〉

遺構 B-9グリッドに存在する。 H-2号住居祉同様カマドの一部が検出されたのみであり、

本体は調査区西側に存在する。

遺物 少量の遺物がカマドの覆土中主り検出された。

H-3号住居祉(第12図〉

遺構 Cー12グリッドに存在する。平面形は正方形であり、規模は 3.4m X 3.5 m である。

遺存状態は悪く、壁はほとんで削られている。また耕作による撹乱もはげしい。カマドは北側や

や東寄りにある。煙道は約 1mほど北へ延び、ている。柱穴は後世のものが多数重複しており特定

することはできなかった。また覆土下層には多数の人頭大の礁が混入していた。

遺物小量の遺物が住居祉全域から散漫に出土しているが、中に縄文土器も含まれ、住居祉に共

伴する遺物は非常に少ない。また撹乱による影響も大きいと考えられる。

H-4号住居祉(第13図第14図第15図)

遺構 C-14・15、D-14・15グリッドに存在する。この部分には住居祉が3軒重複しており、

さらに土壊やピットも多数重複している。北側に位置する住居祉 CH-4 a住)は掘り込みが浅

〈遺物も少ない。半分以上が調査区外にあるため平面形、規模等は不明である。また南側に位置

する住居祉 CH-4b住)は多数の土壌やピットが重複しており床面がほとんど残っていない状態

であった。カマドは検出することができなかった。遺物は多量出土しているが、多〈はこの住居

祉に共伴するものであるとみられる。この住居祉はさらに南側へ延び、ているものとみられる。そ

して石組カマドのみが検出された住居祉 CH-4c住)がH-4b住の西側に重複している。石組

カマドの位置から住居社本体は調査区西側に存在すると考えられる。

No. 器種 調 整 技 法 目台 土 焼 成 残 存 備 考

l 戸祭器
内外面共に回転横ナデ、底部回転へラ

綴密 硬 質 口縁1~4底部 内面に降灰
切

2 時器 内外面共に回転横ナデ。 鰍密 硬 質 口主義L部{， 内面に降灰

3 羽釜 外内面.胴~底部ナデ。
面:ナデ。

砂粒粒は少ない
が雑 普 通 胴下l部イ~底部 須恵器

第 3表 H -3、H5号住居土止遺物観察表
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第13図 H-4号住居士止遺構遺物実測図
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22 



ド 11ぉト i-t~

X~ I --( r -1 ベ

人 l ヘ

36 

長

V 37 

31 

39 

20.cm 

第15圏 H-4号住居士止遺物実測図(3)
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No 器種 調 整 技 法 日台 土 焼 成 残 存 備 考

1 須恵器
生F 内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り。 やや粗雑 普 通 K 

2 須恵器
土手

内外面共に回転横ナデ。 やや粗雑 普 通 口縁3~fi体部 外面酸の一部
が化

3 須恵器 内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り
徽密 普 通 ){o 土手

4 須恵器
土不

内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切り。 やや粗雑 普 通 ){o 

5 須恵器 内外付商高共に回転横ナデ、底部回転糸切り。 白色砂粒を少
硬 質 }ず 口縁部が大

高台椀 後台。 量含む き歪む。

6 須恵器
内外面共に回転横ナデ。 やや粗雑 普 通 口縁~体部

I不 vg 

7 須恵器 内外面共に回転横ナデ。 細含砂む粒を少量 普 通 口縁~体部
主F x 

8 須恵器 内外面共に回転横ナデ。
小石・砂粒を やや軟質 口縁~体部

酸化気味釘: 少量含む ，J{， 

9 須恵器 内外面共に回転横ナデ。 砂粒を多く含 普 通
口縁~f本部

主手 む ，J{， 

10 須恵器
内外面共に回転横ナデ。

砂粒が少なく やそ軟質 口縁~体部 口唇害IJ部にヒ
主不 徽密 ys ビれ

11 
須恵、器

内外面共に回転横ナデ。
細砂粒を多量 やや軟質 口縁~体部

土F に含む。 う4

12 須恵器
内外面共に回転横ナデ。 綴密 やや軟質 口縁部泌 外面くに稜が

主不 良残る。

13 須恵、器
内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切リ。 徽密 硬 質 79' 

1 
主手

14 須恵、器
内外面共に回転横ナデ。

細砂粒がやや 硬 質 口縁~体部
主ド 多く粗雑 ys 

15 須恵器
内外面共に回転横ナデ。 綴密 普 通

口縁~f本部
土手 x 

16 須恵器
内外面共に回転横ナデ

砂粒を極少量 普 通 口縁~体部
主不 含む xo 

17 須恵器
内外面共に回転横ナデ。

砂粒が多く粗
やや軟質

口縁部
土師質

主不 幸世 》ぜ

18 須恵器 後内外付面高共台に回転横ナデ、底部回転糸壱TJリ やや組雑 普 通 》ず 土師質
高台涜

19 須恵器
内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切リ。

品目砂自立が多く
やや軟質 ys 

主F やや粗雑

20 須恵器 内外面共に回転横ナデ、底部回転へラケ
綴密 硬 質 x 主千二 ケスリ。

21 高須恵器 内外面共に回転横ナデ、底部不明瞭。
小石を若干含

普 通 % 
台椀 むが徽密

22 須恵器
内外面共に回転横ナデ。 白色砂百粒を極 普 通 口縁J部{， 外面の最IJ落

鉢 少量む が著いミ。

23 土全師不器 内外面共に回転横ナデ、底部回転糸切リ。
砂粒を少量含

普 通
に勺士i" 形 灯明皿

む

24 須恵器
内外面共に回転横ナデ。

白色砂粒を多
普 通

口縁部 土師質
皿 含む 79' 

25 須恵芸器 内外面共に回転横ナデ。 黒色百砂粒を少
量む

硬 質 口縁X部。

第 4表 H -4号住居泣遺物観察善試1)
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No. 器種 調 整 技 法 月台 土 焼 成 残 存 備 考

26 土饗師器 外面:口縁部横ナテ¥服部へラケズリ。 砂綴粒密が少なく 普 通 口縁部ys コの字状す口
縁を呈る

27 土奏師器 内外面共に横ナデ。 綴砂粒密が少なく 普 通 口縁部活 コの呈字状す口
縁を る

28 土号師室器 外内面亙 口口縁縁部部構横ナナデデ、、 胴胴部部横ハ方ケへ目ー。ラケズリ 小石砂含粒むを少
量を

普 通 口縁~M胴上部 コの字呈状す口
縁を る

29 土釜
外面.横ケ口縁ナズ~デリ肩。。部'横ナデ、胴部横方向へラ 砂粒を多く含

普 通 口縁%~胴上部 土師質
内面: む

30 土釜
外内面.口縁部横ナデ、胴部指腹ナデ。

面.横ナデ。
砂み粒粗雑を少量含 普 通 口縁J~fi胴上部 士師質

31 土釜 外内面:口縁ナ部横ナデ、胴部指腹ナデ。
面:横デ。

砂み粒粗雑を少量含 普 通 口縁J~ik胴上部 土師質

32 土釜 外内面面横口縁ナへデ肩。部横ナデ、胴部へラケズリ 砂粒粗を少量含
み雑 普 通 口縁J~il胴上部 土師質

33 土釜 内外面共に回転横ナデ。 i 砂粒粗を少量含
み雑 やや硬質 口縁%~胴上部 土師質

34 土費師器 外内面・ 1岡部斜方部向へラケズリ、底部不明瞭。
面.ナデ、ーへラナデ。

小石ノ百合、砂粒を小
量む。 普 通 胴下M部~底部

35 土斐師器 外内面:胴部継一、底部部へ不ラ定ナ方デ向。へラケズリ。
面:ナデ、

砂粒を少量含 やや硬質む。
胴下M部~底部 丸底気定味で

不安

36 羽釜 外内面.横口縁ナ部横ナデ、胴部へラナテ、。 小石砂利が多 やや硬質 口縁~下4胴下部 土師質面:デ。 し、。

外面:口縁パ横部及び胸部縦方向へフケズリ 砂粒を少量含 上口縁部下凶部~胴37 羽釜 ツ ナデ。 硬 質 須恵器
内面:横ナデ、ツパ部分に指腹押圧。 む。

外面.口縁部横ナデ、月同部不定方向へフ
細砂粒粗雑が多く 口縁部%~胴下部 土師質38 土釜 ナデ。 やや軟質

内市:へラナデ。 やや粗

39 羽釜 外面;横口縁ナ部横ナデ、胴部へラナデ。 小石砂、粒が多
やや硬質 口縁3~4胴上部 土師資内面: デ。 し、

第 5表 H-4号住居士止遺物観察審2)

遺物 遺存状態は悪いが、多くの遺物が出土している。出土状態をみると H-4b住内に重複する

土壊やピットの部分に遺物が集中する。また出土層位をみると覆土上層より床面直上の位置まで

遺物が多く、土壌覆土中には遺物は少ない。そして土壌との切り合い関係をみると住居祉の方が

新しいと判断される。以上のことから遺物の多くはH-4b住覆土中に包含されていたものと考え

られる。
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図浪4実境土第16図

その他の遺構(第16図)(2) 

これらの遺構は覆土と出土遺。ピットが多数検出された今回の調査では住居祉のほかに土壌、

ここでは一括して扱うことに物から奈良・平安時代およびそれ以降の時期のものとみられるが、

する。

H-4 またH-3号住居社、C-7・8グリッドにまとまって存在する。土壌まB-7・8、

格これら土壌は形状も様々であり、遺物も少量なので性号住居祉に重複して幾っか存在する。

ついては判然としない。

C-5・6グリッドにおいて検このうちB-5・6、ピットは数箇所にまとまる傾向があるの

出されたものは比較的大きく、相互の位置関係にも多少規則性を見い出すことができるので、建

物社か柵列のような構造物が存在した可能性もある。またH-3号住居祉とその北側に存在する

ピット群は小さなものが多数密集している。
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図版 -3 

H-6号住居祉

H-6号住居壮遺物

出土状況(1)

H-6号住居祉遺物

出土状況.(2)



H -1号伎居祉遺物

出土状況

H-3号住居士止



図版-5 

H-4号佳居:ijJ:
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出土状況
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出土状況



図版-6 
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図版一7

H - 6骨住居社出主遺物(1)



図版-8 

H 明 6骨住居羽t出土遺物(2)

H - 1 .. 号住居枇出主遺物





図版 -10

H -4号住居祉出土遺物(2)
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